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十
一
月
二
十
一
日（
土
）、
本

学
主
催
に
よ
る「
第
五
回
高
校

生
の
体
験
発
表
会
」を
開
催
し

ま
し
た
。
例
年
は
川
並
香
順
メ

デ
ィ
ア
ホ
ー
ル
に
て
行
い
ま
し

た
が
、
今
年
度
は
オ
ン
ラ
イ
ン

で
開
催
し
、
高
等
学
校
三
十
五

校
、
中
学
校
一
校
よ
り
四
十
一

団
体
が
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し

た
こ
と
に
よ
り
、
例
年
は
参
加

す
る
こ
と
の
で
き
な
い
遠
方
の

学
校
か
ら
の
参
加
も
あ
り
ま
し

た
。
多
く
の
高
等
学
校
に
と
っ

て
も
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
発
表
会

で
あ
っ
た
た
め
、リ
ハ
ー
サ
ル

期
間
を
設
け
、
一
校
ず
つ
配
信

確
認
を
行
う
等
、
準
備
を
進
め

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
機
器
ト
ラ
ブ
ル
で

一
時
的
に
発
表
が
中
断
す
る
ハ

プ
ニ
ン
グ
が
あ
り
ま
し
た
が
、

発
表
順
を
入
れ
替
え
る
な
ど
柔

軟
に
対
応
し
、
全
て
の
参
加
校

が
無
事
発
表
を
終
え
ま
し
た
。

　

発
表
の
テ
ー
マ
は
、
部
活
動

の
活
動
報
告
か
ら
、
研
究
発
表
、

学
校
紹
介
ま
で
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

豊
か
で
し
た
。
今
年
度
の
特
徴

と
し
て
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
向
け
た
国
際
理
解
に
関
す
る

内
容
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

発
表
の
ス
タ
イ
ル
も
団
体
ご

と
に
さ
ま
ざ
ま
な
特
色
が
あ
り

ま
し
た
。パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
資

料
を
画
面
で
視
聴
者
に
共
有
し

な
が
ら
発
表
す
る
、ス
ク
リ
ー

ン
に
投
影
さ
れ
た
資
料
を
見
せ

な
が
ら
説
明
す
る
、ス
ケ
ッ
チ

ブ
ッ
ク
を
用
い
て
発
表
す
る
、

資
料
を
全
く
使
わ
ず
ス
ピ
ー
チ

の
み
で
発
表
す
る
、
な
ど
例
年

よ
り
多
様
な
手
法
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

　

最
も
優
れ
た
発
表
に
贈
ら
れ

る「
聖
徳
大
学
長
賞
」は
体
験
発

表
会
の
後
日
に
決
定
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
学
校
の
ビ
オ
ト
ー

プ
に
お
け
る
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
の

完
全
人
工
飼
育
の
取
り
組
み
を

通
じ
て
、
環
境
問
題
と
都
市
計

画
に
つ
い
て
考
察
し
た
千
葉
県

立
小
金
高
等
学
校「
ホ
タ
ル
の

人
工
飼
育
を
通
し
て
環
境
保
護

と
地
域
発
展
を
考
え
る
」、

八
千
代
市
内
の
パ
ン
職
人
と
協

働
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
パ
ン
を
考

案
・
販
売
し
た
取
り
組
み
と
そ

こ
か
ら
得
た
学
び
に
つ
い
て
発

表
し
た
千
葉
県
立
八
千
代
高
等

学
校「
パ
ン
作
り
を
通
じ
た
地

域
貢
献
～
や
ち
パ
ン
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
～
」、
い
つ
か
ら
色
に
よ
っ

て
男
女
を
区
別
す
る
色
の
固
定

観
念
が
生
ま
れ
る
の
か
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
幼
児
期
に
着
目

し
調
査
・
分
析
し
た
聖
徳
大
学

附
属
取
手
聖
徳
女
子
高
等
学
校

「
幼
児
期
に
お
け
る
色
の
固
定

観
念
に
つ
い
て
」、
の
三
校
へ

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
発
表
と
い
う
限

ら
れ
た
枠
組
み
の
中
で
も
、
各

団
体
が
内
容
や
発
表
ス
タ
イ
ル

に
さ
ま
ざ
ま
な
趣
向
を
凝
ら
し
、

創
意
工
夫
し
た
様
子
が
伝
わ
る

体
験
発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
本
学
で
は
、
高
校
生
の

体
験
発
表
会
を
は
じ
め
、
高
校

生
や
地
域
住
民
の
学
び
に
寄
与

す
る
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

聖徳大学  教育学部

2022年4月 聖徳大学 児童学部は教育学部として、新たな挑戦を始めます。

教育は無限だ。 “子ども”を学問する。

※2022年4月 設置構想中

教育
学科

児童
学科

未
来
を

つ
く
る
人
を

育
て
る
。

幼稚園教員採用数
保育士採用数
全国１位

開催にあたり挨拶する川並弘純学長

上位入賞校の発表動画は
こちらから

速報！今年も多くの現役生が
夢を実現しています

令和₂年度 公務員採用試験合格実績

児童学部が新たなフィールドへ

（令和 ₃ 年₁月₂₅日現在）

【公立小学校教員】
東京都7名／千葉県・千葉市10名／埼玉県6名／岩手県1名／福島県1名

【特別支援学校教員】
福島県1名

【公立中学校・高等学校教員】
千葉県・千葉市1名／茨城県1名

【養護教諭】
東京都1名

■ 東京都 計43名 葛飾区14名／江戸川区7名／江東区2名／港区4名／荒川区1名／足立区6名／
 台東区3名／大田区1名／板橋区1名／品川区1名／文京区1名／北区2名

■ 千葉県 計30名 印西市2名／四街道市2名／松戸市9名／成田市3名／千葉市1名／船橋市6名／
 柏市5名／八千代市1名／流山市1名

■ 埼玉県 計15名 さいたま市3名／越谷市2名／三郷市2名／上尾市2名／川口市2名／草加市4名

■ 茨城県 計5名 ひたちなか市1名／阿見町1名／神栖市1名／石岡市1名／取手市1名　　

■ 神奈川県 計2名 相模原市1名／川崎市1名／

【警視庁】警察官1名 【防衛省】海上自衛隊1名

【児童指導員】千葉県1名 【栄養士】千葉県1名／船橋市 1名

■ 岩手県 北上市1名　　■ 千葉県 計2名　館山市1名／茂原市1名　　■ 福井県 坂井市1名■ 新設学部について ■ 入学定員

教育学部
　児童学科／学士 （児童学）
　教育学科／学士 （教育学）

※₂₀₂₂年₄月設置構想中

教育学部400人
　児童学科 昼間主310人 夜間主7人
　教育学科 昼間主380人 夜間主3人

■ 東京都 特別区2名 ■ 千葉県 計3名　浦安市1名／市川市1名／八街市1名

■ 埼玉県 加須市1名

その他職種5名

幼稚園教員・保育士一括採用合格者4名

公立幼稚園教員合格者6名

公立小・中・高等学校教員合格者29名

公立保育士合格者95名
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千
葉
県
高
等
学
校
長
会
と
連

携
し
て
、
令
和
二
年
度
地
区
高

等
学
校
長
会
議
が
本
学
で
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
九
月
二
日（
水
）

は
松
戸
・
鎌
ヶ
谷
地
区
校
長
会

議
、
十
月
十
四
日（
水
）は
印
旛

地
区
校
長
会
議
、
十
一
月
二
十

日（
金
）は
市
川
・
浦
安
地
区
校

長
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
区
理
事
の
校
長
、
川
並
弘

純
学
長
か
ら
の
挨
拶
の
後
、
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
会
議
は
進

行
し
、
情
報
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
印
旛
地
区
校
長
会
議
で
は
、

阿
部
真
美
子
保
育
科（
第
一
部
）

長
に
よ
る「
保
育
の
聖
徳
®
の

取
り
組
み
」を
テ
ー
マ
に
、
保

育
の
伝
統
、
改
革
や
改
善
へ
の

取
り
組
み
、
児
童
学
部
と
短
大

保
育
科
と
の
連
携
に
つ
い
て
の

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

令
和
二
年
七
月
一
日（
水
）、

千
葉
県
我
孫
子
市
は
市
制
五
十

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
を

記
念
し
て
十
二
月
二
十
三
日

（
水
）に「
市
制
施
行
五
十
周
年

式
典
」が
執
り
行
わ
れ
、
長
年

に
わ
た
り
市
政
の
発
展
と
住
民

福
祉
に
貢
献
し
た
と
し
て
、
聖

徳
大
学
・
聖
徳
大
学
短
期
大
学

部
が
功
労
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

市
川
・
浦
安
地
区
校
長
会
議

で
は
、増
井
三
夫
副
学
長
が「
大

学
改
革
、教
育
改

革
、高
大
連
携
の

現
在
」を
テ
ー
マ

に
、学
び
の
連
続

や
公
共
性
を
追

求
す
る
こ
と
の

大
切
さ
に
つ
い

て
講
演
し
ま
し

た
。
ま
た
、
入
学

セ
ン
タ
ー
よ
り
、

本
学
の
入
試
改

革
に
つ
い
て
説

明
す
る
時
間
も

設
け
ま
し
た
。

　

校
長
会
議
終

了
後
、参
加
者
は

本
学
川
並
香
順

記
念
講
堂
に
て

音
楽
学
部
に
よ

る
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
演
奏
を
鑑

賞
し
ま
し
た
。
ま
た
看
護
学
部

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
施
設
を

体
験
す
る
な
ど
、
有
意
義
で
内

容
の
濃
い
交
流
に
な
り
ま
し
た
。

高
等
学
校
長
会
と
の

連
携

我
孫
子
市
市
制
五
十
周
年

自
治
功
労
表
彰

　第51回千葉県私学教育功労者表彰式が12月5日（土）、千葉市文化セ
ンターにて行われ、本学園より次の5名の先生方が、千葉県の私学教育
の振興・発展への功労者として表彰を受けました。

　多年にわたり声楽家として活躍する
とともに、後進の育成にも努め、我が国
の芸術文化の振興に多大な貢献をした
ことにより、12月17日（木）、文化庁長官
表彰を受けました。

聖徳大学
心理・福祉学部
社会福祉学科

教授
川池 秀明

聖徳大学
短期大学部

保育科
教授

寺田 博行

聖徳大学
附属女子中学校・

高等学校
教諭

菊池 昭宏

聖徳大学
附属女子中学校・

高等学校
教諭

松浦 和之

聖徳大学
附属女子中学校・

高等学校
教諭

小室 信男

聖徳大学音楽学部
音楽学科　教授
伊原 直子

第51回  千葉県私学教育功労者表彰

令和2年度  文化庁長官表彰

　

十
一
月
二
十
八
日（
土
）、
松

戸
市
内
の
商
業
施
設
キ
テ
ミ
テ

マ
ツ
ド
で「
松
戸
№
１
料
理
人

決
定
戦
～
新
し
い
松
戸
名
物
を

作
り
出
す
の
は
キ
ミ
だ
！！
～
」

が
開
催
さ
れ
、
人
間
栄
養
学
科

四
年
古
田
み
ゆ
る
さ
ん
が
、
約

二
百
名
の
応
募
の
中
か
ら
最
終

選
考
十
名
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

「
松
戸
№
１
料
理
人
決
定
戦
」は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
厳
し
い
状
況
の
今
、

食
を
通
し
て
市
民
や
近
隣
住
民

が
元
気
に
な
れ
る
企
画
を
発
信

し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
千
葉
県
在
住
ま
た

は
県
内
に
通
勤
・
通
学
す
る
人

が
対
象
で
、プ
ロ
、ア
マ
チ
ュ
ア

を
問
わ
ず
出
場
が
可
能
で
す
。

　

古
田
さ
ん
の
応
募
作
品
は

「
カ
ラ
フ
ル
マ
ツ
ド
ン
～
ガ
ー

リ
ッ
ク
シ
ュ
リ
ン
プ
添
え
～
」

で
す
。
色
と
り
ど
り
の
野
菜
を

使
用
し
、“
活
気
あ
ふ
れ
る
松

戸
”を
表
現
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ピ
ー
ナ
ツ
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
て

千
葉
ら
し
さ
を
表
し
ま
し
た
。

と
り
わ
け
ガ
ー
リ
ッ
ク
シ
ュ
リ

ン
プ
と
ア
ボ
カ
ド
の
組
み
合
わ

せ
が
女
性
審
査
員
に
大
好
評
で

し
た
。

　

管
理
栄
養
士
と
い
う
夢
を
目

指
し
て
本
学
に
進
学
し
た
古
田

さ
ん
は
、
多
く
の
仲
間
と
出
会

い
、
素
晴
ら
し
い
日
々
を
過
ご

し
て
き
た
松
戸
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
た
そ
う
で
す
。

地
域
貢
献
活
動
の
実
践

「
ク
マ
ち
ゃ
ん
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
二
〇
二
〇

～
あ
な
た
が
ク
マ
ち
ゃ
ん
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
～
」

聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
総
合
文
化
学
科
だ
よ
り

　

十
二
月
十
一
日（
金
）、

本
学
科
の「
地
域
貢
献

活
動
の
実
践
発
表
会
」

を
行
い
ま
し
た
。
地
域

貢
献
活
動
は
、
地
域
を

活
性
化
す
る
活
動
の
取

り
組
み
を
は
じ
め
、
そ

の
活
動
を
通
し
て
自
ら

課
題
を
発
見
し
て
企

画
・
立
案
・
実
践
す
る
こ

と
で
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
や
ス
キ
ル
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
そ
の
企
画
の

一
つ
、「
ク
マ
ち
ゃ
ん
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

二
〇
二
〇
～
あ
な
た
が

ク
マ
ち
ゃ
ん
の
デ
ザ
イ

ナ
ー
～
」（
グ
ル
ー
プ

名
：
ク
マ
ち
ゃ
ん
の
仕

立
て
屋
さ
ん
）の
活
動

を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
一
、二

年
生
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
コ
ー
ス

と
図
書
館
司
書
・
Ｉ
Ｔ
コ
ー
ス

の
学
生
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

違
う
コ
ー
ス
の
学
生
が
互
い
に

助
け
合
う
こ
と
で
、コ
ー
ス
の

専
門
性
を
生
か
し
、
企
画
を
立

案
し
、
活
動
し
ま
す
。
企
画
内

容
は「
新
型
コ
ロ
ナ
の
状
況
下

で
、
子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
で
喜

ん
で
く
れ
る
こ
と
」を
コ
ン
セ

プ
ト
に「
子
ど
も
た
ち
の
大
好

き
な
ぬ
い
ぐ
る
み
の
ク
マ
の
洋

服
を
作
り
、プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
」

こ
と
を
目
標
に
掲
げ
ま
し
た
。

ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、
松
戸
市

内
の
三
歳
か
ら
六
歳
ま
で
の
未

就
学
児
を
対
象
に
デ
ザ
イ
ン
画

を
募
集
し
、
選
考
会
を
経
て
作

品（
洋
服
）を
作
り
ま
し
た
。
夢

の
あ
る
素
敵
な
デ
ザ
イ
ン
画
が

百
五
十
三
枚
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

製
作
活
動
で
は
人
間
と
は
異
な

る
ぬ
い
ぐ
る
み
の
体
型
に
悪
戦

苦
闘
し
な
が
ら
仮
縫
い
を
繰
り

返
し
て
仕
上
げ
て
い
き
ま
す
。

学
生
た
ち
が
製
作
上
最
も
こ
だ

わ
っ
た
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち

が
描
い
た
デ
ザ
イ
ン
画
を
忠
実

に
表
現
す
る
こ
と
で
し
た
。

　

実
践
発
表
会
で
は
、
作
り
上

げ
た
服
を
ク
マ
の
ぬ
い
ぐ
る
み

に
着
せ
て
披
露
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
発
表
会
の
投
票
に

よ
り「
子
ど
も
た
ち
か
ら
デ
ザ

イ
ン
画
を
募
集
し
て
服
を
作

る
」ア
イ
デ
ア
や
活
動
が
評
価

さ
れ
、
最
優
秀
活
動
賞
を
受
賞

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

学
生
た
ち
の
活
動
は
今
後
も

続
き
ま
す
。
服
を
着
た“
ク
マ

ち
ゃ
ん
”
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
発
表

す
る
こ
と
や
、
入
選
し
た
子
ど

も
た
ち
に
ぬ
い
ぐ
る
み
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
す
る
こ
と
が
本
活
動
の

最
終
的
な
ゴ
ー
ル
で
す
。
学
生

は
ク
マ
ち
ゃ
ん
を
手
に
し
て
喜

ぶ
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
夢
見
て
、

日
々
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

夢いっぱいのクマちゃん（一例）と学生

式典にて　左から川並芳純常務理事、 小室教諭、 松浦教諭、 菊池教諭、 川並弘純理事長

写真中央が古田さん

聖
徳
大
学

人
間
栄
養
学
科
の
学
生
が

フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
に

「

松
戸
№
１
料
理
人
決
定
戦
」
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十
月
十
一
日（
日
）、
日
本
ピ

ア
ノ
調
律
師
協
会
関
東
支
部
主

催「
第
二
十
一
回
新
人
演
奏
会
」

が
神
奈
川
県
立
音
楽
堂
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
関
東
の
音
楽
大

学
の
代
表
者
が
出
演
す
る
な
か
、

本
学
か
ら
は
、
令
和
二
年
三
月

に
音
楽
学
部
演
奏
学
科
を
卒
業

し
た
針
生
瑞
菜
美
さ
ん
が
出
演

し
ま
し
た
。

　

針
生
さ
ん
は
卒
業
以
降
も
、

小
学
校
で
教
鞭
を
と
る
傍
ら
ピ

ア
ノ
の
練
習
を
積
み
重
ね
て
き

ま
し
た
。
当
日
の
演
奏
曲
目
は
、

ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の《
楽
興
の
時
》

　

十
二
月
五
日（
土
）、
川
並
香

順
記
念
講
堂
に
て
音
楽
学
部
お

よ
び
大
学
院
音
楽
文
化
研
究
科

に
よ
る
第
二
十
二
回
定
期
演
奏

会
を
行
い
ま
し
た
。

　

長
い
歴
史
を
持
つ
定
期
演
奏

会
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
対
策
と
し
て
、

今
回
初
め
て
無
観
客
で
開
催
し

ま
し
た
。
出
演
者
は
手
指
消
毒

を
行
い
、
ま
た
演
奏
が
終
わ
る

度
に
教
職
員
が
楽
器
の
消
毒
や

会
場
の
換
気
を
行
う
な
ど
三
密

の
回
避
に
気
を
配
り
、
徹
底
し

た
感
染
症
防
止
対
策
の
中
で
演

奏
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
独

唱
、
独
奏
や
少
人
数
で
の
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
で
構
成
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
音
楽
文
化
研
究
科
博
士
前

期
課
程
一
年
の
山
﨑
葵
さ
ん
が

歌
劇《
ジ
ャ
ン
ニ
・
ス
キ
ッ
キ
》

よ
り〈
私
の
や
さ
し
い
お
父
さ

ん
〉を
、
続
く
松
丸
葉
月
さ
ん

（
同
博
士
前
期
課
程
一
年
）は
、

藪
内
俊
弥
講
師
と
共
に
歌
劇

《
ド
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
》よ
り

二
重
唱〈
あ
そ
こ
で
手
を
取
り

合
っ
て
〉を
、
声
楽
の
最
後
は

Ｏｐ.

十
六
よ
り
、
第
一
番
、
第

三
番
、
第
四
番
。
自
分
の
持
ち

味
を
十
分
に
発
揮
し
、
演
奏
学

科
四
年
間
の
学
び
を
さ
ら
に
成

長
さ
せ
た
立
派
な
演
奏
を
展
開

し
ま
し
た
。ホ
ー
ル
で
は
、
残
響

を
う
ま
く
利
用
し
て
自
分
の
演

奏
に
取
り
入
れ
、
繊
細
さ
と
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
さ
を
合
わ
せ
持
つ

見
事
な
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
社
会
人
と
し
て
活

躍
し
成
長
し
な
が
ら
、
音
楽
活

動
に
お
い
て
も
研
鑽
を
重
ね
、

ま
す
ま
す
輝
き
続
け
て
く
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

川
並
和
香
さ
ん（
同
博
士
前
期

課
程
一
年
）
が
歌
劇《
ラ
・
ボ

エ
ー
ム
》よ
り〈
私
の
名
は
ミ

ミ
〉を
演
奏
し
ま
し
た
。
声
楽

の
ピ
ア
ノ
は
鳥
井
俊
之
教
授
が

担
当
し
ま
し
た
。

　

次
に
音
楽
学
部

四
年
の
金
子
小
夜

さ
ん
が
Ｆ.

ク
ロ

ン
マ
ー
の
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
協
奏
曲
変

ホ
長
調
を
、
同
じ

く
四
年
の
中
村
あ

ゆ
み
さ
ん
の
ピ
ア

ノ
で
演
奏
し
ま
し

た
。

　

続
い
て
博
士
前

期
課
程
一
年
の
園

田
綾
香
さ
ん
に
よ

る
パ
イ
プ
オ
ル
ガ

ン
で
、
マ
ル
シ
ャ

ン
の《
オ
ル
ガ
ン

曲
集 

第
三
巻
》よ

り〈
グ
ラ
ン
・
デ
ィ

ア
ロ
ー
グ
〉が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　

ピ
ア
ノ
独
奏
で

は
、
学
部
三
年
の

金
井
遥
さ
ん
が

Ａ.

ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
の「
幻
想

ソ
ナ
タ
」を
、
四
年
の
中
村
あ

ゆ
み
さ
ん
が
Ｍ.

ラ
ヴ
ェ
ル
の

《
鏡
》よ
り〈
蛾
〉〈
道
化
師
の
朝

の
歌
〉〈
鐘
の
谷
〉の
三
曲
を
、

最
後
に
博
士
前
期
課
程
二
年

の
山
中
優
美
さ
ん
が
Ｆ.

シ
ョ

パ
ン
の
バ
ラ
ー
ド
四
番
を
演
奏

し
、
定
期
演
奏
会
は
幕
と
な
り

ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
音
楽
を
学
ぶ
学

生
た
ち
は
、
音
楽
を
行
う
環
境

に
大
き
な
制
約
を
受
け
な
が
ら

学
び
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
今

回
出
演
し
た
学
生
た
ち
も
、
こ

れ
ま
で
に
な
い
厳
し
い
環
境
の

中
で
本
番
を
迎
え
ま
し
た
が
、

音
楽
の
大
切
さ
や
演
奏
す
る
喜

び
を
改
め
て
感
じ
て
い
る
こ
と

が
伝
わ
る
熱
演
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
ピ
ア
ノ
調
律
師
協
会
関
東
支
部
主
催

「
第
二
十
一
回 

新
人
演
奏
会
」

音
楽
学
部
・
大
学
院
音
楽
文
化
研
究
科

第
二
十
二
回 

定
期
演
奏
会

♪ ♬ ♪♪ ♬ ♪

♪ ♬ ♪♪ ♬ ♪
針生瑞菜美さん（左）と音楽学科の原佳之教授

出演者一同 【撮影：佐久間篤】
　

新
年
が
明
け
、
早
一
カ
月
が

過
ぎ
ま
し
た
。
今
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
尋
常
な
ら
ざ
る
年
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
落
ち

着
い
た
日
々
が
戻
る
よ
う
に
強

く
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
丑
年
に
ち
な
ん
で
、

今
回
ご
紹
介
す
る「
ふ
ぇ
る
じ

な
ん
ど
」は
、マ
ン
ロ
ー
・
リ
ー

フ
作
、ロ
バ
ー
ト
・
ロ
ー
ソ
ン
絵
、

光
吉
夏
弥
訳『
は
な
の
す
き
な

う
し
』（
岩
波
書
店
、
一
九
五
四

年
）に
登
場
し
ま
す
。
彼
は
群

れ
を
離
れ
て
、コ
ル
ク
の
木
陰

で
花
の
匂
い
を
か
ぐ
の
が
大
好

き
な
子
牛
で
し
た
。
他
の
子
牛

た
ち
は
仲
間
同
士
で
跳
ん
だ
り
、

角
を
突
き
合
わ
せ
た
り
し
て
遊

び
ま
す
。い
つ
か
は
マ
ド
リ
ー
ド

で
闘
牛
に
な
る
こ
と
を
夢
見
な

が
ら
。で
も
、年
を
経
て
、大
き

く
強
く
な
っ
て
も
彼
は
変
わ
り

ま
せ
ん
。い
つ
も
の
場
所
で
腰
を

下
ろ
し
た
時
、
大
き
な
く
ま
ん

蜂
に
刺
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

彼
は
地
面
を
蹴
散
ら
か
し
て
暴

れ
ま
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
、

闘
牛
の
ス
カ
ウ
ト
に
来
て
い
た

男
た
ち
に
見
ら
れ
て
し
ま
い
ま

す
。彼
は
闘
牛
デ
ビ
ュ
ー
す
る
こ

と
に
な
る
の
で
す
が
、見
物
の
ご

婦
人
方
の
花
の
匂
い
に
う
っ
と

り
し
て
し
ま
い
、
戦
う
こ
と
を

し
ま
せ
ん
。
結
局
故
郷
の
牧
場

に
戻
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

原
作
は
一
九
三
六
年
に
出
版

さ
れ
ま
し
た
。ス
ペ
イ
ン
内
戦
の

始
ま
っ
た
年
で
す
。
戦
わ
な
い

彼
に
は
政
治
的
な
議
論
も
あ
っ

た
よ
う
で
す
が
、
時
流
に
乗
ら

な
い
、
さ
り
げ
な
い
日
々
の
大

事
さ
を
伝
え
て
い
る
よ
う
に
思

え
ま
す
。「
ふ
ぇ
る
じ
な
ん
ど
」

の
と
ぼ
け
た
表
情
、
小
さ
な
画

面
が
と
て
も
広
く
見
え
る
遠
近

感
、
素
敵
な
絵
本
で
す
。

（
館
長　

村
山　

隆
雄
）

花
を
愛
で
る
粋
な
牛
「
ふ
ぇ
る
じ
な
ん
ど
」

川
並
弘
昭
記
念
図
書
館
・
聖
徳
博
物
館  

館
長
だ
よ
り

　

今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
お
話
し
し

ま
す
。
待
望
の
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19

ワ
ク
チ
ン
は
、昨
年
二
〇
二
〇
年

十
二
月
よ
り
、
英
国
そ
の
他
で

接
種
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
、
開
発
・
接
種
さ
れ
た
ワ
ク

チ
ン
の
最
大
の
特
徴
は
、
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
ワ
ク
チ
ン
の
遺
伝

子
情
報（
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
＝
メ
ッ
セ
ン

ジ
ャ
ー
Ｒ
Ｎ
Ａ
）を
私
た
ち
の

体
の
細
胞
の
中
に
入
れ
、
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
に
対
す
る
免
疫
を

得
る
と
い
う
画
期
的
な
方
法
を

用
い
て
い
る
こ
と
で
す
。つ
ま
り

今
回
の
ワ
ク
チ
ン
は
、ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ

に
よ
り
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
の
ス

パ
イ
ク
糖
タ
ン
パ
ク
を
私
た
ち

の
体
の
中
で
つ
く
り
、
こ
の
ス

パ
イ
ク
糖
タ
ン
パ
ク
に
対
す
る

抗
体
を
リ
ン
パ
球（
Ｃ
Ｄ
４
）に

よ
り
作
り
、
ま
た
ウ
イ
ル
ス
を

直
接
攻
撃
す
る
リ
ン
パ
球（
Ｃ

Ｄ
８
）を
増
や
す
こ
と
が
証
明

さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ま
の
と
こ

ろ
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
ワ
ク
チ
ン

の
有
害
事
象（
副
作
用
）は
、ア

レ
ル
ギ
ー
反
応
な
ど
が
心
配
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
日
本
で
は
、
昨
年
二
〇 

二
〇
年
十
二
月
に
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ- 

19
ワ
ク
チ
ン
接
種
許
可
申
請
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
審
査
が
順
調

に
い
け
ば
、
早
け
れ
ば
今
年
春

に
は
、
接
種
が
開
始
さ
れ
る
予

定
で
す
。ま
ず
は
、Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ- 

19
に
か
か
る
と
重
く
な
り
や
す

い
、
ご
高
齢
の
方
、
元
々
病
気

を
お
持
ち
の
方
々
や
医
療
に
携

わ
る
方
々
な
ど
か
ら
接
種
予
定

で
す
。
日
本
独
自
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ-

19
ワ
ク
チ
ン
開
発
も
や
や

ゆ
っ
く
り
で
す
が
、進
行
中
で
す
。

　

今
年
度
中
に
ワ
ク
チ
ン
が
必

要
な
方
々
に
接
種
で
き
る
こ
と

が
切
に
望
ま
れ
ま
す
。

（
所
長　

宮
川　

三
平
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

保
健
セ
ン
タ
ー  

所
長
だ
よ
り

+
+

　

図
書
館
に
関
す
る
す
べ
て
が

集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
毎
年

十
一
月
に
開
催
さ
れ
て
い
る

「
図
書
館
総
合
展
」。
今
年
度
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
に
伴
い
、オ
ン
ラ
イ
ン
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
本
学
文
学
部

図
書
館
情
報
コ
ー
ス
片
山
ゼ
ミ

三
年
生
が
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
に
参
加
し
、「
来
場
者
投
票

賞
四
位
」入
賞
お
よ
び「
カ
ル

チ
ャ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
賞
」受
賞
を

果
た
し
ま
し
た
。

　

大
枝
寧
々
さ
ん
、
髙
橋
彩
実

さ
ん
、
髙
橋
奈
々
さ
ん
、
田
村

友
里
さ
ん
、
中
野
郁
子
さ
ん
の

五
名
は
、「
学
校
図
書
館
に
は
ど

の
よ
う
な
情
報
技
術
が
求
め
ら

れ
て
い
る
の
か
？
：
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
か
ら
」と
い
う
テ
ー
マ

で
研
究
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

例
年
は
会
場
に
て
三
日
間
開
催

さ
れ
ま
す
が
、
今
回
は
オ
ン
ラ

イ
ン
で
十
一
月
一
日（
日
）か
ら

三
十
日（
月
）ま
で
の
日
程
で
一

カ
月
間
行
わ
れ
ま
し
た
。
学
生

は
期
間
中
、ブ
ロ
グ
形
式
で
調

査
結
果
を
段
階
的
に
発
表
し
て

“
来
場
者
”を
飽
き
さ
せ
な
い
よ

う
に
し
た
り
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

で
十
分
間
の
動
画
を
配
信

し
視
聴
者
に
伝
わ
り
や
す

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
心
掛
け

た
り
す
る
な
ど
、
た
く
さ

ん
の
工
夫
を
凝
ら
し
ま
し

た
。オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
の

特
徴
を
的
確
に
捉
え
、
効

果
的
に
情
報
を
発
信
し
ま

し
た
。

　

研
究
へ
の
懸
命
な
取
り

組
み
だ
け
で
な
く
、「
オ
ン

ラ
イ
ン
に
お
け
る
ポ
ス

タ
ー
展
示
と
は
何
か
？
発

表
と
は
何
か
？
」と
い
う

難
題
に
も
果
敢
に
取
り
組
ん

だ
努
力
が
実
を
結
び
、
Ｗ
受
賞

と
い
う
結
果
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。

聖
徳
大
学
文
学
部
の
学
生
が
図
書
館

総
合
展
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
て

Ｗ
受
賞
の
快
挙
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監
督
の
部
屋

聖
徳
大
学
陸
上
競
技
部
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松
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
災

害
時
に
短
時
間
で
安
全
に
避
難

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
毎

年
消
防
・
防
災
総
合
訓
練
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

十
一
月
二
十
七
日（
金
）十
一
時

五
十
五
分
に
、
大
規
模
地
震
が

発
生
し
た
想
定
で
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。
学
内
に
非
常
放
送
が

流
れ
、
学
生
や
教
職
員
、
附
属

幼
稚
園
の
園
児
、
そ
の
他
関
係

者
が
誘
導
に
従
っ
て
速
や
か
に

指
定
さ
れ
た
場
所
へ
避
難
し
ま

し
た
。
各
班
よ
り
報
告
が
入
り
、

十
二
時
十
五
分
、
九
百
九
十
九

名
が
避
難
完
了
し
た
こ
と
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防

止
の
た
め
一
部

内
容
を
変
え
て

実
施
し
ま
し
た

が
、
教
職
員
は

「
松
戸
キ
ャ
ン

パ
ス
災
害
発
生

時
避
難
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
に
基
づ

き
、
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、

自
衛
消
防
隊
の
各
担
当
班
が
責

任
を
も
っ
て
任
務
を
遂
行
し
ま

し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の

流
行
で
新
た
な
生

活
様
式
を
強
い
ら

れ
る
中
に
あ
っ
て

も
、
こ
れ
ま
で
と

変
わ
ら
ず
、
一
人

ひ
と
り
が
防
災
に

対
す
る
意
識
を
持

つ
こ
と
の
重
要
性

を
再
認
識
す
る
訓

練
と
な
り
ま
し
た
。

︻
鬼
や
ら
い
︼

　

前
略　

日
頃
よ
り
、
本
学
陸
上

競
技
部
に
ご
理
解
、
ご
支
援
を
賜

り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

光
陰
流
水
の
如
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
巷
に
蔓は

び
こ延
っ
て
か
ら

一
年
余
り
が
経
ち
二
月
を
迎
え
ま

し
た
。
今
年
の
節
分
の
豆
撒
き
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、コ
ロ
ナ
鬼
と
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。
余
談
な
が
ら
、

疫
病
を
鬼
に
見
立
て
追
い
払
う

「
鬼
や
ら
い
」と
い
う
い
に
し
え
の

神
事
が
節
分
の
起
源
に
な
っ
た
よ

う
で
す
。

　

毎
年
、
節
分
に
な
る
と
幼
少
の

こ
ろ
亡
き
父
と
一
緒
に
、
鬼
が
嫌

う
と
い
う
柊

ひ
い
ら
ぎ

鰯い
わ
し

を
玄
関
先
や
部
屋

の
隅
に
供
え
て「
鬼
は
外
！
福
は

内
！
」と
声
高
ら
か
に
豆
撒
き
を

し
た
記
憶
が
蘇
り
ま
す
。

　

雪
深
い
故
郷
で
は
雪
解
け
ま
で

の
間
、
村
中
の
父
親
た
ち
は
皆
、

都
会
に
出
稼
ぎ
に
出
て
し
ま
い
ま

し
た
か
ら
、
小
学
校
の
高
学
年
に

な
る
頃
は
、
こ
の
儀
式
は
母
と
私

の
役
目
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

往
時
は
意
味
も
分
か
ら
ず
豆
を

撒
い
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
終

え
た
後
に
炒
っ
た
年
の
豆
を
歳
の

数
が
少
な
い
私
に
母
が
分
け
て
く

れ
、
一
緒
に
食
べ
る
こ
と
が
何
よ

り
も
の
ご
馳
走
で
あ
り
、
今
に
し

て
思
え
ば
豆
撒
き
以
上
の
効
果
が

あ
る
鬼
を
も
寄
せ
付
け
ぬ
親
子
の

絆
と
い
う
も
の
だ
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

鬼
は
外
！おや

じ
う
ち
で
は

気
も
滅
入
る

　

特
に
今
年
は
自
粛
生
活
で「
気き

滅め
つ

の
や
り
場
」の
な
い
状
態
に
な
っ

て
い
る
方
々
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
今
一
度
、
家
族
の
絆

を
強
く
結
び
直
し
て「
全
集
中
！
」

で
鬼
退
治
を
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
今
年
は「
リ
モ
ー
ト

豆
撒
き
」な
る
新
し
い
展
開
に
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

窮き
ゅ
う

す
れ
ば
即す

な
わ

ち
変へ

ん

ず

変へ
ん

ず
れ
ば
即す

な
わ

ち
通つ

う

ず

　

あ
ら
ゆ
る
も
の
は
絶
え
ず
変
化

し
て
い
き
、
事
態
が
ど
ん
詰
ま
り

の
状
態
ま
で
進
む
と
、
必
ず
情
勢

の
変
化
が
起
こ
り
、
そ
こ
か
ら
ま

た
新
し
い
展
開
が
始
ま
る
。
と
い

う
よ
う
な
意
味
の
よ
う
で
す
。不
変

な
も
の
は
決
し
て
永
遠
で
は
な
く
、

こ
れ
が
人
間
世
界
の
不
変
の
法
則

だ
と
い
う
の
で
す
。
ま
さ
に
今
が
、

ど
ん
詰
ま
り
の
状
態
で
あ
り
、
こ

れ
か
ら
新
し
い
展
開
が
始
ま
ろ
う

と
い
う
時
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
前
出
の
中
国
古
典
で

は
次
の
よ
う
な
言
葉
が
続
き
ま
す
。

器
を
身
に
蔵か

く

し
、

時
を
待
ち
て
動
く

　

つ
ま
り
、こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、

今
の
う
ち
に
能
力（
器
）を
磨
き
、

満
を
持
し
て
新
し
い
展
開
に
備
え

よ
う
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。

私
も
か
く
あ
り
た
い
も
の
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
還
暦
を
迎
え
た

ば
か
り
の
私
は
と
言
え
ば
、年
の
豆

を
歳
の
数
は
食
べ
き
れ
ず
、
そ
れ

で
も「
無む

病び
ょ
う

息そ
く

災さ
い

」な
ら
ぬ「
無む

病び
ょ
う

催さ
い

促そ
く

」を
し
て
し
ま
う
の
で
す
か

ら
、
い
や
は
や
で
す
。

　

せ
め
て
社
会
に
巣
立
つ
学
生
た

ち
に
お
い
て
は
、
大
豆
の
花
言
葉

の
如
く
に「
可
能
性
は
無
限
大
」な

の
で
す
か
ら
、
こ
れ
か
ら
立
ち
は

だ
か
る
あ
ら
ゆ
る
世
間
の
鬼
？
と

対た
い

峙じ

し
、
そ
れ
を
退た

い

治じ

で
き
る
よ

う
、
今
の
う
ち
に
自
身
の
中
に
あ

る「
鬼
滅
の
刃（
能
力
）」を
磨
い
て

ほ
し
い
と
願
う
ば
か
り
で
す
。走そ

う

走そ
う

（
聖
徳
大
学
陸
上
競
技
部

監
督　

佐
藤　

信
春
）

　「シリーズコンサート」は本学園の小学生から大学生までを対象に実施して
います。心の成長にあわせて、オーケストラ、バレエ、ミュージカル、歌舞伎など
幅広いプログラムを編成し、日本と世界の一流の音楽・舞台芸術に触れること
で豊かな感受性と表現力を養います。本コンサートは昭和56（1981）年より川並
香順記念講堂にて通算1,700回を超える公演を行ってきましたが、今年度は
新型コロナ感染拡大予防のため、WEBによるLIVE配信を初めて行いました。
　今号では、日本を代表する国際的なジャズピアニスト・ハモンドオルガン奏者
の小曽根真氏と、世界で活躍するパイプオルガニストで本学音楽学部に所属す
る松居直美教授によるコンサートをそれぞれ紹介します。

　10月28日（水）の「小曽根真 featuring No Name Horses」がどのようなコンサートに
なるのか、パソコンの前でわくわくしながら待ち構えていましたが、それは想像以上
に素晴らしいものでした。コンサートが始まると画面に現れたのは、普段良く知っ
ている川並香順記念講堂の、ライブハウスのような照明に飾られた姿でした。舞台の
後ろに見えるパイプオルガンのパイプも照明によってまったく印象が変わり、コン
サートのムードにぴったり合ったものに変身して、すてきな効果を生んでいました。
画面越しににジャズの華麗な世界へと一気に誘われ、コンサートは始まりました。
　小曽根真さんは、ご存知の通り日本を代表するジャズ・ピアニスト、ハモンドオル
ガン奏者です。アメリカの音大でジャズを学んだ後、認められて本場アメリカで長
く活躍をした国際的な音楽家です。その小曽根さんが2004年に結成した「No Name 
Horses」は、15名のメンバーそれぞれが独自のバンドのリーダーを務めているという
実力派ぞろいのビッグバンドです。ジャズには、全員のアンサンブル部分の他に、決
まった和声進行の上でメンバーそれぞれが即興演奏を繰り広げる「見せ場」がありま
すが、こういう即興はクラシック、特にバロック時代の即興演奏と同じやり方なの
です。西洋音楽の長くおおらかな流れから、ジャズという素晴らしいジャンルが育っ
ていったことを、素晴
らしいジャズ演奏を聴
くといつも思うのです
が、今回も小曽根さん
の即興演奏はむろんの
こと、トランペット、トロ
ンボーン、サクソフォン、
ベース、ドラムスといっ
た、多彩な楽器のソロ
を堪能しました。
　軽妙な小曽根さんの
トークとともにコンサー

　先日、大学の職員の方とこんな話になりました。「実に不思議なんだけど、川並香
順記念講堂のパイプオルガンを松居直美先生が弾いたら、他の人と音が全然違って
聞こえるんだよね」
　そうなのです。松居直美先生が弾くと、重厚で品のある音色ながら、各声部が聴き
取りやすく立体的に聞こえます。パイプオルガンという楽器の仕組みを考えると、
これは案外不思議な出来事。パイプオルガンの仕組みを大雑把に言うと「鍵盤ハーモ
ニカの親玉」。後ろに並ぶ巨大なパイプに空気を流すことで発音する管楽器の一種
で、現代ではコンプレッサーで空気を流していますが、昔は水圧によって押し流し
たり、巨大な鞴

ふいご
を人力で動かして流す壮大な仕掛けでした。多数の中からどのパイ

プに空気を流すのかは、奏者の手足で操る鍵盤（コンソール）と、鍵盤の左右にあっ
て助演者が「ガコンガコン」と引いたり押したりしていた「ストップ」という機構によっ
て選ばれます。鍵盤とストップによって空気の流れを通したり遮ったりすることで
音を出したり止めたり、言わば鍵盤がスイッチの役割を果たします。鍵盤もストップも、
on - offゼロイチの情報しか伝えることができないスイッチでしかありません。ヴァイ
オリンやフルートのように微妙なニュアンスや音量を変化させられないのがオルガン
の特徴。先ほどの会話での疑問はまさに「誰が弾いても同じ音色になるはずのもので、
どうやって違いをだしているのだろう？」という点なのでした。
　それはね、芸術家の神懸かりの力なのだよ、なんて
言ってしまうのは簡単ですが、私も音楽家の端くれな
ので科学的に説明できなくてはいけません。 
　凄さの秘密には大きく2つの要素があると思います。
ひとつは、ストップによる音色の選択。時代様式や曲調
に合わせて絶妙な音色選択をしたり、逆にエスタンピー
のような古い作品では敢えて単一の音色で表現してみた
り。でも、より大きな力があると感じたのは、メロディー
の音と音の間、次の音に行くときに音をつなぐのか切
るのか、切るのだったらどの程度隙間を開けるのか…
専門用語でアーティキュレーションなどと言います
が…実はこれで音色の印象がガラッと変わります。こ
の工夫が随所に見られました。
　音楽を聴くときに、どんな楽器の仕組みで、奏者はどんな苦労や工夫をしている
のか？そんなところに着眼するのもひとつの楽しみ方かもしれません。

（音楽学科　准教授　中村　克己）

トは進んでいきましたが、途中から特別ゲストとして若きエレキ・ギター奏者の山岸
竜之介さんも登場して、妙技を披露してくれる豪華なものとなりました。一時、ハー
ド・ロックのギタリストの超絶技巧に魅せられていたことを思い出し、その自在な演
奏とエレキ・ギター独特の音色を楽しみました。
　シリーズコンサートを聴いた後は、いつも混雑する講堂の外階段を下りながら楽
しむ余韻を、今回は、暗くなったパソコンの画面を眺めながら、一人楽しみました。

（音楽学科　教授　松居　直美）

小曽根 真 featuring No Name Horses
（2020.10.28）

講
評

シリーズコンサート

No.1774

パイプオルガンコンサート
（2020.11.9）

講
評

シリーズコンサート

No.1775・1776

令
和
二
年
度
聖
徳
大
学
消
防
・
防
災
総
合
訓
練

指定場所へ避難する学生たち

■■■ 聖徳学園の人間教育

「シリーズコンサート」を初のオンラインで
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●
法
人
役
員
関
係

三
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

川
並　

弘
純

様

︵
二
、〇
二
〇
、〇
〇
〇
円
︶

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

川
並　

芳
純

様

︵
六
〇
〇
、〇
〇
〇
円
︶

　

山
口　

富
彌

様

︵
一
、一
五
〇
、〇
〇
〇
円
︶

●
大
学
後
援
会
関
係

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

田
代　

和
子

様

︵
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
︶

●
香
和
会
関
係

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

長
江　

曜
子

様

︵
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
︶

●
ひ
じ
り
会
関
係

二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

高
橋　

博
子

様

︵
六
〇
〇
、〇
〇
〇
円
︶

●
教
職
員
関
係

四
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

小
池　

一
夫

様

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

川
並　

孝
純

様

︵
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
︶

　

川
並　

珠
緒

様

︵
六
三
〇
、〇
〇
〇
円
︶

九
〇
、〇
〇
〇
円

　

山
本　

真
理
子
様

五
〇
、〇
〇
〇
円

　

水
戸　

美
津
子　

様

「
聖
徳
教
育
学
術
振
興
募
金
」
寄
付
者
芳
名
一
覧

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

三
〇
、〇
〇
〇
円

　

阿
部　

真
美
子
様

︵
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
︶

　

辻　

正
行

様
︵
九
〇
、〇
〇
〇
円
︶

一
八
、〇
〇
〇
円

　

太
田　

有
希

様

一
〇
、〇
〇
〇
円

　

宮
崎　

聡
子　

様

九
、〇
〇
〇
円

　

金
子　

清
美

様
︵
七
二
、〇
〇
〇
円
︶

　

上
坂　

真
奈
美
様

︵
四
〇
、〇
〇
〇
円
︶

　

小
林　

真
樹
子
様

︵
三
一
、〇
〇
〇
円
︶

五
、〇
〇
〇
円

　

南
地　

礼
智

様

　

聖
徳
大
学
附
属
成
田
幼
稚
園

　
　
　
　
　
　
　

教
職
員
一
同　

様

︵
二
五
、〇
〇
〇
円
︶

●
そ
の
他

三
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

髙
橋　

英
雄

様

︵
一
、二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
︶

︵
一
、九
八
九
、〇
〇
〇
円
︶

匿
名
希
望
者
合
計

●

合
計

四
一
件

四
、〇
五
四
、〇
〇
〇
円

●

累
計

四
三
六
件
七
一
、〇
九
二
、〇
四
一
円

●

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
●

東
京
聖
徳
学
園
募
金
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ
．０
４
７-

３
６
５-

１
１
１
１︵
代
︶

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
スhttps://seitoku-u.ac.jp

/donation/

聖徳 募金
検 索 ▲

（
注
）公
開
を
ご
希
望
さ
れ
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

令
和
二
年
十
二
月
末
ま
で
に
寄
付
が
特
定
で
き
ま
し
た
方
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

（
な
お
、お
振
込
の
照
会
に
時
間
が
か
か
り
、
掲
載
が
遅
れ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
際
に

は
、
次
号
に
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。）

●
香
和
会
関
係

二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

長
江　

曜
子

様

︵
七
〇
〇
、〇
〇
〇
円
︶

一
〇
、〇
〇
〇
円

　

上
坂　

真
奈
美
様

︵
二
八
、〇
〇
〇
円
︶

●
教
職
員
関
係

四
、〇
〇
〇
円

　

山
本　

真
理
子
様

「
聖
徳
大
学
香
和
会
五
十
周
年
記
念
奨
学
基
金
」

寄
付
者
芳
名
一
覧

●

合
計

三
件

二
一
四
、〇
〇
〇
円

●

累
計

三
四
件

三
四
、八
五
〇
、五
〇
〇
円

　

十
二
月
十
三
日（
日
）、
第

六
十
四
回
グ
ル
ー
プ
研
究
発
表
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
一
部
二
年
生
、

二
部
三
年
生
と
、
聖
徳
大
学
短
期

大
学
部
保
育
科
二
部
三
年
生
が
、

第
一
分
科
会
と
第
二
分
科
会
の
計

四
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
研
究
成
果
を
発
表
し
ま
し

た
。
各
グ
ル
ー
プ
の
テ
ー
マ
は
次

の
と
お
り
で
す
。

●
第
一
分
科
会

﹁
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン・ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
作
成
の
試
み
～
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
幼
稚
園
で
の
行
事

を
対
象
と
し
て
﹂︵
専

門
二
年
︶、﹁
乳
幼
児

期
の
習
い
事
が
も
た

ら
す
影
響
に
つ
い

て
﹂︵
専
門
三
年
︶

●
第
二
分
科
会

　
﹁
保
育
活
動
に
お

け
る
人
形
遊
び
・
人

形
劇
の
活
用
﹂︵
短
大

三
年
︶、﹁
子
ど
も
の

心
～
子
ど
も
の
心
は

ど
の
よ
う
に
し
て
育

ま
れ
る
の
か
﹂︵
専
門

二
年
︶

　

二
十
分
間
の
発

表
後
、
十
分
間
の

質
疑
応
答
、
指
導

教
員
に
よ
る
講
評

が
あ
り
ま
し
た
。

ど
の
グ
ル
ー
プ
も

自
分
た
ち
の
研
究

成
果
を
分
か
り
や

す
く
発
表
し
、
見

学
者
か
ら
も
積
極

的
に
質
問
が
上
が

り
、
研
究
発
表
会

は
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

第
六
十
四
回  
グ
ル
ー
プ
研
究
発
表
会

　

聖
徳
学
園
へ
の
ご
寄
付
は
、

所
得
税
法
上
の
優
遇
措
置（
寄

付
金
控
除
）を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
個
人
の
方
の
ご
寄

付
に
つ
き
ま
し
て
は
、従
来
ま

で
の「
所
得
控
除
」に
加
え
、令

和
二
年
七
月
一
日
以
降
の
ご
寄

付
よ
り
、新
た
に「
税
額
控
除
」

も
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
確
定
申
告
の
際
に
、ど

ち
ら
か
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

今
年
の
申
告
受
付
は
二
月

十
六
日（
火
）よ
り
開
始
さ
れ
ま

す
。
手
続
き
を
忘
れ
な
い
よ
う

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

確定申告の際は、
「寄附金控除」の
手続きをお忘れなく

募
金
だ
よ
り

　

十
一
月
二
十
八
日（
土
）、

本
校
一
部
お
よ
び
二
部
の
一
、

二
年
生
を
対
象
に
、
新
型
コ

ロ
ナ
で
中
止
し
た
学
外
研
修

の
代
わ
り
に「
鴨
川
研
修
」を

行
い
ま
し
た
。
学
生
と
教
職

員
の
計
五
十
名
が
は
と
バ
ス

に
乗
り
、
鴨
川
シ
ー
ワ
ー
ル

ド
に
行
き
ま
し
た
。こ
の
研

修
の
目
的
は
四
つ
あ
り
ま
す
。

①
学
生
同
士
や
、
学
生
と
教

員
と
の
親
睦
を
深
め
る
、②
環
境
問

題
・
自
然
に
つ
い
て
考
え
る
、
③
幼

児
教
育
者
・
保
育
者
と
し
て
の
視

点
を
学
ぶ
、④
入
学
か
ら
こ
れ
ま

で
の
学
校
生
活
の
目
標
を
再
認
識

し
、
今
後
の
学
習
意
欲
を
高
め
る

き
っ
か
け
に
す
る
こ
と
で
す
。

　

数
人
の
学
生
で
班
に
な
り
、
親

睦
を
深
め
な
が
ら
館
内
を
楽
し
み

ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
幼
児
教
育
者
・

保
育
者
と
し
て
の
視
点
で
館
内
の

見
学
・
観
察
も
行
い
ま
し
た
。
足
元

の
暗
い
箇
所
や
段
差
、凹
凸
の
あ
る

壁
で
の
注
意
が
け
の
仕
方
や
、
園

児
の
体
力
に
配
慮
し
た
見
学
コ
ー

ス
の
必
要
性
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ

か
け
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
日
遊
び

に
来
て
い
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
生

き
物
に
触
れ
た
瞬
間
の
輝
く
表
情

な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

将
来
園
児
を
引
率
す
る
際
の
具
体

的
な
イ
メ
ー
ジ
が
広
が
り
、今
後
の

課
題
を
見
つ
け
た
学
生
も
い
ま
し

た
。昼
食
に
は
、「
低
ア
レ
ル
ゲ
ン
」の

メ
ニ
ュ
ー
で
作
ら
れ
た
お
弁
当
を
用

意
し
た
と
こ
ろ
、将
来
教
育
者
や
保

育
者
に
な
る
上
で
の
注
意
点
に
つ

い
て
参
考
に
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

今
回
、
一
年
生
は
初
め
て
の
学

外
研
修
で
し
た
が
、
一
人
ひ
と
り

が
団
体
行
動
の
ル
ー
ル
を
よ
く
理

解
で
き
て
い
ま
し
た
。

　

各
自
の
夢
の
実
現
に
向
け
て
と

て
も
収
穫
の
多
い
学
外
研
修
と
な

り
ま
し
た
。

鴨
川
研
修
を実

施
～
学
外
研
修
代
替
と
し
て

　
鴨
川
シ
ー
ワ
ー
ル
ド
へ
～

幼
児
教
育
専
門
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

附

属

小

学

校

附

属

小

学

校

　

本
校
で
は
開
校
以
来
、
一
年
生

か
ら
毛
筆
書
写
を
取
り
入
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
書
写

や
書
道
に
熱
心
に
取
り
組
む
児
童

が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

樋
口
将
く
ん（
六
年
生
）は
毎
年

コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
し
、
数
々
の

賞
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
、「
第
十
八
回
和
洋
女
子
大
学
競

書
大
会
」の
審
査
員
奨
励
賞
を
は

じ
め
、“
筆
の
都
”広
島
県
熊
野
町

が
開
催
す
る「
第
八
十
八
回
全
国

書
画
展
覧
会
」で
の
筆ひ

っ
と都
大
賞
を

受
賞
す
る
な
ど
、
計
七
つ
の
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

樋
口
く
ん
が
書
を
始
め
た
き
っ

か
け
は
、「
幼
稚
園
の
頃
、
祖
母
が

墨
を
す
っ
て
い
る
の
を
見
て
、『
ぼ

く
も
や
り
た
い
』と
思
っ
た
か
ら
」

で
し
た
。
そ
れ
以
来
、「
自
宅
で
祖

母
か
ら
教
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、

今
後
は
祖
母
が
教
わ
る
先
生
か
ら

の
指
導
も
仰
ぎ
、
段
を
目
指
し
ま

す
」と
、
意
欲
を
語
り
ま
し
た
。

　

書
写
の
授
業
を
指
導
す
る
松
原

直
也
先
生
が
大
切
に
し
て
い
る
こ

と
は
、「
上
手
下
手
で
は
な
く
、
丁

寧
に
書
く
」「
道
具
を
大
切
に
す

る
」「
次
の
課
題
を
見
つ
け
る『
自

己
批
評
』の
姿
勢
を
育
て
る
」で
す
。

毛
筆
書
写
の
授
業
を
通
し
て
、
初

め
て
毛
筆
に
接
す
る
子
ど
も
か
ら
、

す
で
に
経
験
し
て
い
る
子
ど
も
ま

で
、
字
が
上
達
す
る
だ
け
で
な
く
、

人
格
形
成
に
も
つ
な
が
る
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
九
九
九
年
に
始
ま
っ
た「
み

ど
り
の
小
道
」環
境
日
記
コ
ン
テ

ス
ト（
一
般
社
団
法
人
グ
リ
ー
ン

ク
ロ
ス
ジ
ャ
パ
ン
主
催
）に
、
本
校

は
二
〇
〇
〇
年
か
ら
毎
年
参
加
し

て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、

期
間
中
の
毎
日
、
環
境
活
動
を
実

践
し
た
り
、
新
た
な
発
見
・
学
び
に

つ
い
て
日
記
を
書
い
た
り
す
る
活

動
で
す
。
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も

の
、
環
境
問
題
へ
の
視
点
や
行
動

力
、
そ
し
て
継
続
す
る
力
が
問
わ

れ
ま
す
。

　

二
十
一
年
目
の
取
り
組
み
と
な

る
今
年
度
の「
第
二
十
二
回『
み
ど

り
の
小
道
』環
境
日
記
コ
ン
テ
ス

ト
」で
は
、
本
校
の
四
人
の
児
童
が

入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

●

銀
賞
／
グ
リ
ー
ン
ク
ロ
ス
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
賞（
五
年　

近

藤
怜
奈
さ
ん
、
清
水
怜
奈
さ
ん
）

●

佳
作
／
グ
リ
ー
ン
ク
ロ
ス
ジ
ャ

パ
ン
奨
励
賞（
三
年　

小
泉
沙
織

さ
ん
、
五
年　

根
岸
し
ん
ら
さ
ん
）

※
近
藤
さ
ん
は
、活
動
を
協
賛
す
る

味
の
素
㈱
か
ら

﹁
食
エ
コ
Ｋ
Ｉ
Ｄ
ｓ
賞
﹂も
受
賞
。

　

活
動
に
取
り
組
ん
だ
児
童
た
ち

か
ら
は
、「
世
界
中
で
起
き
て
い
る

悲
し
い
実
態
を
知
っ
た
」「
周
り
の

人
た
ち
に
も
危
機
感
を
伝
え
て
い

き
た
い
」な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
身
近
な
環
境
問
題
を
き
っ

か
け
に
、
子
ど
も
た
ち
の
視
線
は

世
界
へ
と
向
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

毛
筆
書
写
へ
の
取
り
組
み

～
児
童
と
教
師
の
視
点
か
ら
～

身
近
な
環
境
問
題
か
ら
、
視
線
は
世
界
へ

～﹁
み
ど
り
の
小
道
﹂環
境
日
記
コ
ン
テ
ス
ト
～ 和洋女子大学競書大会入賞

作品を掲げる樋口将くん左から、 根岸しんらさん、 近藤怜奈さん、 清水怜奈さん 小泉沙織さん

【手続き参考】

寄付金の種類
税額控除の場合 ： 公益社団法人又は公益財団法人等に
　　　　　　　　対する寄附金
所得控除の場合 ： 上記以外の寄附金控除に該当する寄附金

条例指定の
対象地区

都道府県 ： 東京都・千葉県・茨城県
市区町村 ： 八王子市・松戸市・成田市・浦安市・取手市
※お住まいの地域が対象地区に含まれているか

ご確認ください。
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昔
か
ら
よ
く「
子
ど
も
は
風

の
子
、元
気
な
子
」と
言
わ
れ
ま

す
が
、本
園
の
子
ど
も
た
ち
も

朝
登
園
す
る
と「
先
生
、は
だ
し

に
な
り
ま
す
！
」と
言
い
に
来

て
は
、は
だ
し
に
な
り
園
庭
へ

飛
び
出
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
が
現
在

興
味
を
も
っ
て
取
り
組
む
遊
び

は
雲う
ん
て
い梯
や
大
縄
跳
び
、中
で
も

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
は
お
気
に
入
り

で
す
。
子
ど
も
同
士
で
ル
ー
ル

や
遊
び
方
を
確
認
し
、体
を
十

分
に
動
か
し
て
楽
し
み
ま
す
。

遊
ぶ
う
ち
に
友
達
と
の
関
わ
り

が
深
ま
り
、ボ
ー
ル
の
投
げ
方

や
取
り
方
も
上
手
に
な
り
ま
し

た
。
今
で
は
、自
分
た
ち
で
園
庭

に
ラ
イ
ン
を
引
い
た
り
、チ
ー

ム
分
け
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。

　

室
内
で
は
、六
月
よ
り
ド
ミ

ノ
遊
び
に
夢
中
に
な
り
、以
来

毎
日
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
友
達
と
意
見
を
交
換
し
な

が
ら
並
べ
方
を
工
夫
し
て
い
ま

す
。
誤
っ
て
ド
ミ
ノ
を
倒
し
て

し
ま
っ
た
時
に
は
素
直
に「
ご

め
ん
な
さ
い
」
と
謝
る
姿
や
、

「
大
丈
夫
だ
よ
。
ま
た
み
ん
な

で
並
べ
れ
ば
い
い
だ
け
だ
か

ら
」と
優
し
く
友
達
を
受
け
入

れ
る
姿
も
多
く
見
ら
れ
、子
ど

も
た
ち
の
成
長
を
大
い
に
感
じ

ま
す
。

　

友
達
関
係
の
深
ま
り
と
と
も

に
対
立
や
葛
藤
な
ど
が
増
え
て

き
ま
す
が
、ど
の
教
員
も
子
ど

も
た
ち
と
十
分
に
向
き
合
う
こ

と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
解
決

そ
の
も
の
を
急
ぐ
の
で
は
な
く
、

解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
の
中

で
子
ど
も
た
ち
が
互
い
の
良
さ

に
気
付
け
る
よ
う
努
め
て
い
ま

す
。

　

外
遊
び
や
室
内
遊
び
を
通
し

て
、今
日
も
八
王
子
中
央
幼
稚

園
の
子
ど
も
た
ち
は
、創
意
工

夫
し
な
が
ら
元
気
い
っ
ぱ
い
に

遊
び
ま
す
。

子
ど
も
は
風
の
子

元
気
な
子

聖
徳
学
園
八
王
子
中
央
幼
稚
園

●
●
●
●

●

幼
稚
園
短
信

幼
稚
園
短
信

●聖
徳
学
園
三
田
幼
稚
園

　

十
一
月
四
日（
水
）に
開
催
し

た「
に
こ
に
こ
ま
つ
り
」は「
密

に
な
ら
ず
、ク
ラ
ス
を
分
散
し

て
楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
」を

コ
ン
セ
プ
ト
に
、
新
た
な
試
み

と
し
て
幼
稚
園（
一
・
二
階
）と

専
門
学
校（
三
階
）内
で
遊
べ
る

テ
ー
マ
パ
ー
ク
を
作
り
ま
し
た
。

　

毎
年
大
盛
況
の
ゲ
ー
ム「
ス

マ
ー
ト
ボ
ー
ル
」や「
的
当
て
」に

加
え
て
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
の
人

気
番
組「
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｅ
」か
ら

着
想
を
得
て
新
た
に
企
画
し
た

“
み
た
す
け
”も
大
好
評
で
し
た
。

こ
れ
は
、
二
部
屋
の
ス
ペ
ー
ス

を
使
っ
て
子
ど
も
た
ち
が
巧
技

台
の
上
に
乗
っ
た
り
、
く
ぐ
っ

た
り
、ジ
ャ
ン
プ
し
た
り
し
な

が
ら
ゴ
ー
ル
に
向
か
う
体
験
型

の
ゲ
ー
ム
で
す
。
学
生
と
子
ど

も
た
ち
は
一
緒
に
ゲ
ー
ム
を
し

な
が
ら
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、「
楽

し
い
ね
」「
ジ
ャ
ン
プ
し
た
け
ど
、

高
く
て
難
し
い
ね
」「
手
裏
剣
を

も
ら
っ
た
よ
」
な
ど
と
話
し
、

大
満
足
の
様
子
で
し
た
。
学
生

は
ゲ
ー
ム
以
外
に
も
、
手
遊
び

や
指
人
形
劇
を
披
露
し
、
子
ど

も
た
ち
を
存
分
に
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
し
た
。翌
日
に
な
っ
て
も
、

「
昨
日
お
姉
さ
ん
先
生
た
ち
と

遊
ん
で
楽
し
か
っ
た
か
ら
、手
紙

を
書
い
て
き
た
の
」と
う
れ
し

そ
う
に
話
す
子
ど
も
た
ち
。
と

て
も
思
い
出
深
い
一
日
と
な
っ

た
よ
う
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
試
行
錯
誤
の
中
開
催
し
た

「
に
こ
に
こ
ま
つ
り
」は
、
子
ど

も
か
ら
も
保
護
者
か
ら
も
大
好

評
で
し
た
。

に
こ
に
こ
ま
つ
り

ゲームで楽しく遊ぶ園児たち

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

　

十
一
月
十
二
日（
木
）か
ら
十
五

日（
日
）ま
で
山
口
き
ら
ら
博
記

念
公
園
水
泳
プ
ー
ル（
山
口
市
）

に
て
行
わ
れ
た「
第
九
十
六
回

日
本
選
手
権
水
泳
競
技
大
会
」

　

十
二
月
十
日（
木
）、
六
年
生

の「
女
性
キ
ャ
リ
ア
」の
授
業
で
、

全
員
が
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
と
な
る

「
卒
業
論
文
発
表
会
」を
行
い
ま

し
た
。

　

令
和
二
年
度
の
修
学
旅
行
は

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
行
先

を
九
州
か
ら
那
須
・
会
津
・
東
京

方
面
に
変
更
し
て
実
施
し
ま
し

た
。
場
所
の
設
定
や
交
通
手
段

な
ど
関
係
各
位
に
相
談
し
な
が

ら
計
画
し
、
千
葉
県
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン（
保
護
者
の
同
意
が

八
十
％
以
上
）を
ク
リ
ア
し
て

実
現
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

　

十
一
月
九
日（
月
）か
ら
十
二

　

十
一
月
十
九
日（
木
）、
中
学

一
年
生
は「
一
日
校
外
学
習
」に

行
き
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
十
一
月
と
し
て
は
最
高
気

温
が
二
十
度
を
越
え
る
暖
か
い

日
で
し
た
。
今
年
度
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
北

蓼
科
高
原
体
験
学
習
が
中
止
と

な
っ
た
た
め
、
一
年
生
に
と
っ

て
は
初
め
て
の
校
外
で
の
学
習

と
な
り
ま
し
た
。

　

一
日
校
外
学
習
は
、
美
術
の

授
業
の
一
環
で「
鑑
賞
」と「
体

験
」
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

授
業
や
学
年
集
会
で
事
前
準
備

を
行
い
、コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い

て
も
十
分
な
指
導
を
し
て
、
当

日
を
迎
え
ま
し
た
。
朝
、
学
校

に
集
合
し
た
と
き
に
は
、
生
徒

一
人
ひ
と
り
に
笑
顔
が
あ
ふ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
豊
洲
の
チ
ー
ム
ラ

ボ
プ
ラ
ネ
ッ
ツ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
に

向
か
い
ま
す
。
こ
こ
は
現
代
美

術
の
技
術
を
体
験
で
き
る
施
設

で
、
Ｃ
Ｇ
や
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
を

肌
で「
体
感
」す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
水
を
張
っ
た
池
の
中
を
、

無
数
の
Ｃ
Ｇ
の
魚
が
泳
い
で
い

た
り
、
天
井
を
さ
ま
ざ
ま
な
色

　

一
学
期
の
リ
モ
ー
ト
期
間
か

ら
、
多
く
の
文
献
に
あ
た
り
、

論
文
テ
ー
マ
を
決
定
し
ま
し
た
。

知
識
や
情
報
を
詰
め
込
む
だ
け

で
な
く
、友
人
や
教
員
と
の「
深

堀
り
面
談
」に
よ
っ
て
、
自
分

の
興
味
・
関
心
や
目
指
し
た
い

将
来
像
に
つ
い
て
、生
徒
一
人
ひ

と
り
が
自
ら
を
掘
り
下
げ
見
つ

め
直
し
ま
し
た
。
夏
か
ら
秋
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
と
分
析
を

日（
木
）ま
で
の
三
泊
四
日
の
行

程
で
、
初
日
は
那
須
ど
う
ぶ
つ

王
国
に
行
き
、
自
然
や
動
物
と

の
触
れ
合
い
を
楽
し
み
ま
し
た
。

二
日
目
に
訪
れ
た
会
津
地
方
で

は
途
中
降
雪
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
が
、
喜
多
方
で
の
散
策
、
若

松
城（
別
名
：
鶴
ヶ
城
）な
ど
歴

史
探
訪
を
し
、
充
実
し
た
一
日

を
過
ご
し
ま
し
た
。
三
日
目
は
、

那
須
ハ
イ
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
で
童

心
に
返
り
十
分
に
満
喫
し
た
後
、

赤
坂
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

に
向
か
い
ま
し
た
。テ
ー
ブ
ル

マ
ナ
ー
講
座
を
開
催
し
、
皆
一

斉
に
緊
張
し
た
面
持
ち
を
見
せ

ま
し
た
が
、
講
師
が
優
し
く
丁

寧
に
指
導
し
、
生
徒
た
ち
は

徐
々
に
理
解
を
深
め
て
い
き
ま

し
た
。
料
理
長
や
ホ
テ
ル
従
業

員
か
ら
の
心
温
ま
る
お
も
て
な

し
を
受
け
、
皆
感
無
量
の
思
い

を
抱
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
な
ら
で
は
の
特
別
な

修
学
旅
行
を
体
験
し
た
生
徒
た

ち
は
、
高
校
生
活
の
思
い
出
を

ま
た
一
つ
作
り
、
笑
顔
で
帰
路

に
就
き
ま
し
た
。

彩
の
絵
が
回
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
ら
を
体
感
す
る
た
び

に
、
生
徒
は
感
嘆
の
声
を
漏
ら

し
て
い
ま
し
た
。
午
後
は
東
京

国
立
博
物
館
で
、
日
本
の
歴
史

的
な
美
術
作
品
を
鑑
賞
し
ま
し

た
。
各
班
で
見
学
し
た
い
も
の

を
事
前
に
調
べ
、
実
物
を
目
の

当
た
り
に
し
た
こ
と
で
一
層
の

現
実
感
を
体
験
で
き
ま
し
た
。

熱
心
に
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
書
き

込
み
、
歴
史
的
背
景
や
細
部
の

技
術
、
日
本
古
来
の
美
的
感
覚

に
見
惚
れ
て
い
る
様
子
が
大
変

印
象
的
で
し
た
。

　

今
回
の
一
日
校
外
学
習
を
通

じ
て
、ク
ラ
ス
や
学
年
の
和
が

さ
ら
に
広
が
り
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
鬱
屈
し
た

日
常
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、

生
徒
た
ち
は
少
し
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

で
き
た
よ
う
で
す
。
今
後
も
一

人
ひ
と
り
が
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

を
得
ら
れ
る
よ
う
に
工
夫
し
、

人
間
力
を
培
っ
て
い
き
ま
す
。

行
い
、グ
ル
ー
プ
で
小
発
表
を

繰
り
返
し
ま
し
た
。
十
月
の
聖

徳
祭
で
は
、
十
四
名
の
代
表
者

が
来
場
者
に
向
け
て
発
表
す
る

機
会
も
設
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、

そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
計
画
に
沿
っ

て
各
自
が
本
格
的
に
論
文
の
執

筆
作
業
に
入
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
集
大
成
と
し
て
迎

え
た
今
回
の
卒
業
論
文
発
表
会
。

六
年
生
全
員
が
、
四
・
五
年
生

の
前
で
、
論
文
の
概
要
や
執
筆

の
経
緯
、
進
路
実
現
ま
で
の
道

の
り
を
語
り
ま
し
た
。
下
級
生

か
ら「
テ
ー
マ
を
選
ん
だ
理
由

や
根
拠
が
丁
寧
に
説
明
さ
れ
、

分
か
り
や
す
か
っ
た
」「
自
分
も

や
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
論

文
を
書
き
た
い
」な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

生
き
生
き
と
自
信
を
持
っ
て

発
表
す
る
先
輩
た
ち
の
姿
を
見

て
、
後
輩
に
と
っ
て
も
良
い
刺

激
と
な
る
一
日
で
し
た
。

の
フ
リ
ー
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
部

門
に
、
本
校
の
宮
坂
茉
優
さ
ん

（
六
年
）と
須
藤
聖
子
ソ
フ
ィ
ー

さ
ん（
一
年
）が
出
場
し
、
三
位

入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
こ
の

大
会
に
毎
年
出
場
し
続
け
た
宮

坂
さ
ん
か
ら
次
の
コ
メ
ン
ト
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、
今
年
初
め
て
参

加
で
き
た
大
会
で
し
た
。
無
観

客
試
合
で
し
た
が
、
大
会
を
開

催
し
て
い
た
だ
け
た
こ
と
が
本

当
に
う
れ
し
く
、あ
り
が
た
く
思

い
ま
し
た
。
六
年
間
日
本
選
手

権
に
出
場
し
、今
回
初
め
て
メ
ダ

ル
を
獲
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
日
本
選
手
権
三
種
目
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
二
種
目
の

計
五
種
目
に
出
場
し
ま
し
た
。

全
て
の
種
目
に
お
い
て
、
課
題

が
た
く
さ
ん
見
つ
か
り
ま
し
た
。

来
年
の
日
本
選
手
権
に
向
け
て
、

ま
た
さ
ら
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し

た
成
果
を
お
見
せ
で
き
る
よ
う

日
々
の
練
習
を
乗
り
越
え
、
こ

れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
配
信
を

見
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
、
そ

し
て
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆

さ
ま
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
六
年　
宮
坂　
茉
優

　

今
春
卒
業
す
る
宮
坂
さ
ん
に

と
っ
て
は
本
校
在
校
生
と
し
て

最
後
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
も
そ
の
挑
戦
は
続
き

ま
す
。
ま
た
、
須
藤
さ
ん
も
ま

す
ま
す
技
術
に
磨
き
を
か
け
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

快
挙
！
日
本
選
手
権
三
位
入
賞

女
性
キ
ャ
リ
ア  

卒
業
論
文
発
表
会

令
和
二
年
度
第
五
学
年 

修
学
旅
行

中
学
一
年
生 

「
一
日
校
外
学
習
」

附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

左から須藤聖子ソフィーさん、 
湯澤義文校長、 宮坂茉優さん

互いに発表し合う生徒たち

ホテルニューオータニでのテーブルマナー

東京国立博物館前にて
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幼
稚
園
の
園
庭
に
は
、
イ

チ
ョ
ウ
の
木
や
緑
色
の
木
々
、

藤
棚
、パ
ン
ジ
ー
、ス
プ
レ
ー
菊

な
ど
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

寒
く
な
る
と
木
々
の
葉
が
落
ち
、

そ
の
落
ち
葉
を
拾
っ
て
遊
ぶ
園

児
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
本
園
で
は
日
頃

か
ら
自
然
に
親
し
ん
で
い
ま
す

が
、
よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

よ
う
、
十
一
月
か
ら
室
内
で
ヒ

ヤ
シ
ン
ス
の
水
栽
培
を
始
め
ま

し
た
。
根
が
出
や
す
い
よ
う
に

黒
い
袋
を
か
ぶ
せ
、
土
の
中
と

同
じ
状
態
を
作
り
ま
し
た
。ク

ラ
ス
の
皆
で「
ひ
ー
ち
ゃ
ん
」と

名
前
を
付
け
、
親
し
み
な
が
ら

観
察
し
、
成
長
を
心
待
ち
に
し

ま
し
た
。

　

四
歳
児
の
ク
ラ
ス
で
も
メ
ダ

カ
を
飼
っ
て
い
ま
す
。

と
て
も
小
さ
な
メ
ダ
カ

で
す
が
、
毎
朝
登
園
す

る
と「
今
日
は
メ
ダ
カ

ち
ゃ
ん
元
気
か
な
」と

水
槽
を
覗
い
た
り
、
餌

を
あ
げ
た
り
、
ど
の
よ

う
な
動
き
を
す
る
の
か

見
て
い
た
り
、
友
達
と

メ
ダ
カ
に
つ
い
て
話
し

合
っ
た
り
す
る
場
面
が

見
ら
れ
ま
す
。

　

幼
稚
園
教
育
要
領
に

は「
幼
児
期
の
終
わ
り

ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い

十
の
姿
」が
あ
り
、
そ
の
一
つ

に「
自
然
と
の
関
わ
り
、
生
命

尊
重
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

植
物
や
小
さ
な
魚
等
を
育
て
る

経
験
か
ら
、
生
き
物
に
対
す
る

知
識
や
自
然
へ
の
愛
情
、
そ
し

て
生
命
の
不
思
議
や
尊
さ
に
気

づ
き
、
さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
幼

児
期
の
体
験
が
小
学
校
生
活
や

学
習
の
基
盤
に
な
り
ま
す
。

　

も
う
す
ぐ
卒
園
す
る
五
歳
児

は
、
幼
稚
園
で
の
さ
ま
ざ
ま
な

自
然
と
の
触
れ
合
い
を
小
学
校

生
活
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
で

し
ょ
う
。
他
の
学
年
も
身
近
な

動
植
物
の
世
話
を
通
し
て
、
園

児
自
身
の
心
の
成
長
に
つ
な

が
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

聖
徳
大
学
附
属
幼
稚
園

聖
徳
大
学
附
属
成
田
幼
稚
園

　

年
長
松
組
は
、毎
年
牛
乳
パ
ッ

ク
を
利
用
し
て
紙
す
き
を
し
、

年
賀
は
が
き
を
作
り
ま
す
。

　

牛
乳
パ
ッ
ク
か
ら
紙
が
で
き

る
こ
と
や
、
昔
は
木
か
ら
紙
を

作
っ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る
と

「
牛
乳
パ
ッ
ク
は
つ
る
つ
る
し

て
い
る
か
ら
で
き
な
い
よ
」「
ど

ん
な
木
か
ら
作
っ
た
の
？
」と

半
信
半
疑
な
子
ど
も
た
ち
。

　

紙
す
き
で
年
賀
は
が
き
を
作

る
数
日
前
か
ら
、

牛
乳
パ
ッ
ク
を

切
り
開
き
、
小

さ
く
切
り
、
数

日
お
湯
に
つ
け
、

牛
乳
パ
ッ
ク
の

コ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
は
が
す
な
ど

の
準
備
を
し
、

当
日
を
迎
え
ま

し
た
。
ま
ず
、

牛
乳
パ
ッ
ク
を

ミ
キ
サ
ー
に
か

け
パ
ル
プ（
紙

の
原
料
）
を
作

り
ま
す
。
ど
ろ

ど
ろ
に
な
っ
た
牛
乳
パ
ッ
ク
を

手
に
し
て「
お
餅
が
伸
び
た
み

た
い
」「
匂
い
は
し
な
い
ね
」「
牛

乳
パ
ッ
ク
か
ら
出
来
て
い
る
か

ら
、
牛
乳
み
た
い
な
色
な
の
か

な
」と
皆
興
味
津
々
で
す
。
そ

の
後
、パ
ル
プ
を
溶
か
し
た
水

の
中
に
す
き
型
枠
を
入
れ
、
均

等
に
流
し
入
れ
な
が
ら「
こ
れ

で
本
当
に
は
が
き
に
な
る
の
か

な
」「
不
思
議
だ
よ
ね
」と
ま
だ

信
じ
ら
れ
な
い
様
子
で
し
た
。

数
日
後
、
乾
い
た
紙
を
手
に
す

る
と「
す
ご
い
、
ほ
ん
と
に
紙

が
出
来
た
」「
こ
れ
、
牛
乳
パ
ッ

ク
か
ら
出
来
た
ん
だ
よ
ね
」「
パ

リ
パ
リ
に
な
っ
た
ね
」と
大
喜

び
で
し
た
。

　

実
体
験
を
通
し
て
リ
サ
イ
ク

ル
へ
の
意
識
が
芽
生
え
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
身
近
な
生
活
用
品

を
通
し
て
、
引
き
続
き
リ
サ
イ

ク
ル
の
仕
組
み
や
大
切
さ
を
伝

え
て
い
き
ま
す
。

　

今
秋
も
本
園
に
は
、イ
チ
ョ

ウ
の
木
か
ら
た
く
さ
ん
の
贈
り

物
が
届
き
ま
し
た
。
園
庭
か
ら

空
を
見
上
げ
れ
ば
黄
色
、地
面

も
一
面
に
広
が
る
黄
色
の
絨
毯
。

黄
色
一
色
に
染
ま
っ
た
園
庭
に

は
、園
児
た
ち
の
元
気
な
姿
と

笑
い
声
が
響
き
ま
し
た
。

　

二
階
か
ら
の
景
色
も
季
節
の

移
り
変
わ
り
と
と
も
に
緑
か
ら

黄
色
へ
変
化
し
ま
し
た
。
窓
か

ら
外
を
眺
め
る
と
、ま
た
ま
た

黄
色
の
世
界
が
広
が
り
ま
し
た
。

こ
の
絶
景
が
見
ら
れ
る
の
は
二

階
ク
ラ
ス
だ
け
の
特
権
で
す
。

保
育
室
か
ら
外
を
眺
め
た
り
、

テ
ラ
ス
で
食
器
を
洗
っ
た
り
し

な
が
ら
季
節
を
感
じ
ま
す
。

　

園
児
が
小
さ
な
手
い
っ
ぱ
い

に
抱
え
た
の
は
、イ
チ
ョ
ウ
の

　

十
二
月
十
五
日（
火
）に
ク
リ

ス
マ
ス
会
を
行
い
ま
し
た
。
園

児
は
ク
リ
ス
マ
ス
帽
子
の
制
作

や
保
育
室
の
装
飾
な
ど
を
喜
ん

で
行
い
、ク
リ
ス
マ
ス
会
を
心
待

ち
に
し
ま
し
た
。
五
歳
児
松
組

は
、サ
ン
タ
さ
ん
宛
て
に
一
人

ひ
と
り
が
手
紙
を
書
い
て
玄
関

の〝
魔
法
の
柱
〟に
飾
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、五
歳
児
松
組
の「
は

じ
め
の
こ
と
ば
」で
会
が
始
ま

る
と
、室
内
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
が
一
斉
に
点
灯
し
光
り
輝
き

ま
し
た
。
音
楽
が
流
れ
、
天
使

様
が
ク
リ
ス
マ
ス
の
明
り
を
運

ん
で
き
て
、
各
ク
ラ
ス
の
明
り

が
灯
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
つ

め
園
児
は
誓
い
の
言
葉
を
言
い

ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
学
年
ご
と
に
歌
や

ダ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。
満

三
歳
児
パ
ン
ダ
組
は『
う
さ
ぎ

野
原
の
ク
リ
ス
マ
ス
』、
三
歳

児
桜
組
は『
サ
ン
タ
は
い
ま
ご

ろ
』、
四
歳
児
梅
組
は
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス『
そ
り
す
べ
り
』、
五
歳

児
松
組
は
合
奏『
荒
野
の
バ
ラ
』

葉
で
作
っ
た
花
束
で
し
た
。
家

に
持
っ
て
帰
る
と
張
り
き
っ
て

集
め
て
い
ま
し
た
。
手
で
集
め

た
葉
で
大
き
な
黄
色
の
山
が
で

き
る
と
、こ
こ
か
ら
が

毎
年
恒
例
の
一
番
の

お
楽
し
み
で
す
。
そ

の
上
を
ジ
ャ
ン
プ
！

で
ん
ぐ
り
返
し
！
手

に
し
た
大
量
の
葉
っ

ぱ
を
思
い
切
り
投
げ

黄
色
の
落
ち
葉
の
大

シ
ャ
ワ
ー
！
園
児
た

ち
は
皆
大
興
奮
で
す
。

そ
ん
な
毎
日
が
イ
チ
ョ

ウ
の
葉
が
落
ち
切
る

ま
で
毎
日
繰
り
返
さ

れ
ま
し
た
。

　

現
在
の
園
舎
が
建
っ

て
か
ら
四
十
年
経
ち

ま
す
が
、年
に
一
度
の

こ
の
時
期
な
ら
で
は

の
本
園
自
慢
の
環
境

で
す
。
こ
の
環
境
を

最
大
限
に
生
か
し
て
園
児
た
ち

の
よ
り
良
い
成
長
を
願
い
、「
い

つ
も
に
こ
に
こ
元
気
な
子
ど

も
」を
育
て
て
い
き
ま
す
。

で
し
た
。
教
員
も『
お
め
で
と

う
ク
リ
ス
マ
ス
』を
ハ
ン
ド
ベ

ル
で
演
奏
し
ま
し
た
。

　

遠
く
の
方
か
ら
鈴
の
音
が
し

て
、ト
ナ
カ
イ
の
そ
り
に
乗
っ

て
サ
ン
タ
さ
ん
が
登
場
し
ま
し

た
。
園
児
た
ち
は「
サ
ン
タ
さ

ん
だ
」「
う
れ
し
い
ね
」と
言
っ

て
興
奮
し
ま
し
た
。サ
ン
タ
さ

ん
が「
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
お
部
屋

に
置
い
て
あ
り
ま
す
よ
」と
言

う
と
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
大
歓

声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
会

が
終
わ
る
と
、
皆
急

い
で
各
保
育
室
に

戻
り
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
見
つ
け
ま
し
た
。

「
何
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

か
な
」「
い
っ
ぱ
い

入
っ
て
い
る
」と
大

喜
び
。
こ
の
日
は
給

食
も
ク
リ
ス
マ
ス

メ
ニ
ュ
ー
で
、
園
児

た
ち
は
あ
っ
と
い

う
間
に
食
べ
終
わ

り
ま
し
た
。
こ
の
日

の
楽
し
い
思
い
出

が
い
つ
ま
で
も
皆

の
心
に
残
り
続
け

ま
す
よ
う
に
…

イ
チ
ョ
ウ
の
木
か
ら
の

贈
り
物

寒
く
て
も
元
気
に

遊
ん
で
い
ま
す

聖
徳
学
園
多
摩
中
央
幼
稚
園

　

本
格
的
な
寒
さ
が
続
き
室
内

で
の
活
動
が
増
え
る
時
期
で
す

が
、園
児
は
外
遊
び
が
大
好
き

で
す
。「
外
に
行
き
ま
す
よ
」と

声
を
掛
け
る
と「
や
っ
た
ー
！
」

と
大
喜
び
し
、園
庭
に
飛
び
出

し
て
い
き
ま
す
。“
は
だ
し
保

育
”を
し
て
い
る
本
園
で
は
、冬

で
も
は
だ
し
で
外
遊
び
す
る
園

児
の
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

満
三
歳
児
パ
ン
ダ
組
は
、ら

せ
ん
す
べ
り
台
を
滑
っ
た
り
、

三
輪
車
に
乗
っ
た
り
、遊
動
円

木
を
漕
い
で
も
ら
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。
三
歳
児
桜
組
は
、「
だ

る
ま
さ
ん
が
こ
ろ
ん
だ
」な
ど

の
ル
ー
ル
の
あ
る
遊
び
を
楽
し

め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
四

歳
児
梅
組
や
五
歳
児
松
組
は
、

運
動
会
で
経
験
し
た
リ
レ
ー
な

ど
体
を
思
い
き
り
動
か
す
こ
と

が
大
好
き
で
す
。

　

園
内
に
咲
く
パ
ン
ジ
ー
や
ジ
ュ

リ
ア
ン
の
花
を
見
て「
き
れ
い
だ

ね
」「
赤
い
お
花
が
い
い
な
あ
」

と
言
っ
て
い
る
園
児
も
い
ま
す
。

園
庭
や
隣
接
す
る
公
園
の
お
か

げ
で
自
然
に
恵
ま
れ
た
本
園
で

は
、春
は
新
緑
の
緑
や
藤
の
花
、

夏
は
朝
顔
の
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ

ン
、秋
は
紅
葉
で
色
づ
く
木
の

葉
や
落
ち
葉
等
、季
節
の
移
り

変
わ
り
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

こ
の
冬
も
霜
柱
や
氷
な
ど
の

自
然
に
触
れ
な
が
ら
、園
児
た

ち
は
寒
さ
に
負
け
ず
に
元
気

い
っ
ぱ
い
活
動
し
て
い
ま
す
。

育
て
て
い
ま
す

メ
ダ
カ
と
ヒ
ヤ
シ
ン
ス

サ
ン
タ
さ
ん
、

あ
り
が
と
う

リ
サ
イ
ク
ル
活
動

～
牛
乳
パ
ッ
ク
か
ら

年
賀
は
が
き
作
り
～

聖
徳
大
学
附
属
第
二
幼
稚
園

聖
徳
大
学
附
属
浦
安
幼
稚
園

「あっ動いてる」メダカを観察する園児たち

上手に紙すきできたよ

メリークリスマス！
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令和3年度 大学院（春学期入学）入試日程

令和3年度  入試日程

★詳細は、各校の募集要項でご確認ください。

日程区分 願書受付期間 入試日

C日程 令和3年
2月10日（水）～2月13日（土） 

2月23日（火・祝）
但し音楽文化研究科は、

2月22日（月）・ 23日（火・祝）

日程区分 願書受付期間 入試日

C日程 令和3年
2月10日（水）～2月17日（水） 

2月23日（火・祝）
但し音楽文化研究科は、

2月22日（月）・ 23日（火・祝）

■聖徳大学大学院通学課程［共学／昼・夜開講］
博士後期課程（一般入試、社会人入試、内部推薦入試、研究生入試）
博士前期課程（私費留学生特別入試）

博士前期課程（一般入試、社会人特別入試、内部推薦入試、研究生入試）

☆児童学研究科、臨床心理学研究科、言語文化研究科、人間栄養学研究科、音楽文化研究科

☆児童学研究科、臨床心理学研究科、言語文化研究科、人間栄養学研究科、音楽文化研究科

日程区分 願書受付期間 入試日

C日程 令和3年
2月10日（水）～2月13日（土） 2月23日（火・祝）

専門職学位課程〈教職大学院〉
（一般入試、社会人特別入試、現職教員特別入試、内部推薦入試）
☆教職研究科

入試区分 願書受付期間 入試日

一般選抜　A日程

12月18日（金）～
1月26日（火）

1月31日（日）・2月1日（月）
いずれか1日もしくは両日を選択可

大学入学共通テスト
利用選抜　A日程

本学個別学力試験なし
但し、看護学部の面接、児童学部スポーツ

健康コース・音楽学部の実技等
1月31日（日）、 2月1日（月）

一般選抜　B日程

1月29日（金）～
2月12日（金）

2月16日（火）

大学入学共通テスト
利用選抜　B日程

本学個別学力試験なし
但し、看護学部の面接、児童学部スポーツ

健康コース・音楽学部の実技等
2月16日（火）

サテライト試験場
一般選抜　B日程

（看護学部、音楽学部を除く）

1月29日（金）～
2月12日（金） 2月16日（火）

一般選抜　C日程

2月15日（月）～
3月1日（月）

3月5日（金）

大学入学共通テスト
利用選抜　C日程

本学個別学力試験なし
但し、看護学部の面接、児童学部スポーツ

健康コース・音楽学部の実技等
3月5日（金）

一般選抜　D日程

2月25日（木）～
3月11日（木）

3月15日（月）

大学入学共通テスト
利用選抜　D日程

本学個別学力試験なし
但し、看護学部の面接、児童学部スポーツ

健康コース・音楽学部の実技等
3月15日（月）

実技特別選抜
（音楽学部音楽学科のみ）

2月25日（木）～
3月12日（金） 3月15日（月）

入試区分 「マイ・プロフィール」提出期間 願書受付期間 入試日
総合型選抜
B日程　Ⅴ期

出願時の提出
（自己アピール方式のみの実施）

2月22日（月）～
3月4日（木）正午 3月7日（日）

入試区分 願書受付期間 入試日
C日程 2月25日（木）～3月11日（木） 3月15日（月）

入試区分 願書受付期間 入試日
C日程 2月25日（木）～3月11日（木） 3月15日（月）

入試区分 願書受付期間 入試日
アスリート・セカンドキャリア支援
特別奨学推薦入試　C日程 1月29日（金）～

2月12日（金） 2月16日（火）一般入試　C日程
内部推薦入試　C日程
アスリート・セカンドキャリア支援
特別奨学推薦入試　D日程 2月25日（木）～

3月11日（木） 3月15日（月）
一般入試　D日程

■聖徳大学（女子）／聖徳大学短期大学部（女子）
【総合型選抜】

【一般入試】

【社会人特別入試、 
アスリート・セカンドキャリア支援特別奨学推薦入試、 
アスリート・サポート特別奨学推薦入試、 帰国子女特別入試】

【私費留学生特別入試、私費留学生特別奨学入試】

【編入学・専攻科入試】

入試区分 日程 エントリー受付期間 試験日

公募推薦入試
保育所・幼稚園園長推薦入試
同窓会推薦入試
大学生・短大生（含専修学校）

特別入試
ダブルスクール特別入試
社会人特別入試

後期

B 1月25日（月）～2月12日（金） 2月13日（土）

C 2月15日（月）～3月12日（金） 3月13日（土）

■専門学校（女子）
【推薦入試・特別入試】

※看護学部は、 B日程Ⅴ期は実施しない。

※音楽文化研究科研究生入試は、C日程2月22日（月）のみ実施。

入試区分 日程 エントリー受付期間 試験日

一般入試 後期
B 1月25日（月）～2月12日（金） 2月13日（土）

C 2月15日（月）～3月12日（金） 3月13日（土）

入試区分 日程 エントリー受付期間 試験日

指定校 後期
B 1月25日（月）～2月12日（金） 2月13日（土）

C 2月15日（月）～3月12日（金） 3月13日（土）

【一般入試】

【指定校推薦】

対象 入試区分 願書受付期間 入試日

中学校 第3回入試 Web 12月2日（水）～2月2日（火） 2月3日（水）

■光英VERITAS中学校・高等学校（共学）
（現 聖徳大学附属女子中学校・高等学校）

開催日 開催地 開催時間 備考
2月17日（日） WEB配信 13：00～13：45　事前予約制

2月13日（土） オンライン個別相談 （Zoomまたは電話相談） 事前予約制 通信教育部HPより、 ₃₀日前から₂月₁₁日₂₃：₅₉まで予約受付中

2月21日（日） オンライン個別相談 （Zoomまたは電話相談） 事前予約制 通信教育部HPより、 ₃₀日前から₂月₁₉日₂₃：₅₉まで予約受付中

2月28日（日） オンライン個別相談 （Zoomまたは電話相談） 事前予約制 通信教育部HPより、 ₃₀日前から₂月₂₆日₂₃：₅₉まで予約受付中

3月27日（土） オンライン個別相談 （Zoomまたは電話相談） 事前予約制 通信教育部HPより、 ₃₀日前から₃月₂₅日₂₃：₅₉まで予約受付中

3月28日（日） オンライン個別相談 （Zoomまたは電話相談） 事前予約制 通信教育部HPより、 ₃₀日前から₃月₂₆日₂₃：₅₉まで予約受付中

新型コロナウイルス感染症（COVID-₁₉）の感染拡大が懸念されています。
本紙に掲載しているイベント・行事については、今後中止・延期になる場合があります。

事前に各学校や園にお問い合わせをお願いします。

お問い合わせ 047-365-1200（直通）通信教育部（共学） 令和₃年度 春学期生募集
　通信教育部では、令和3年度春学期生の募集を開始しています。ぜひ
この機会に、働きながら免許や資格が取得できる通信教育にチャレンジ
してみませんか。
　今年度は、オンラインにて個別相談（Zoomまたは電話相談）を承ります。
各回事前予約制となり、定員に達した場合は受付終了となります。詳細
はホームページ「NEWS」でご確認ください。

■聖徳大学大学院 通信教育課程
●児童学研究科 児童学専攻 
　〔博士前期課程／博士後期課程〕
■聖徳大学 通信教育部
■聖徳大学短期大学部 通信教育部

　チャレンジに、年齢やキャリアは関係ありません。自分に“境界線”を
引かず、目標を追い続ける“挑戦力”がある限り、人は何歳になっても進化
することができます。結婚・出産・ケガなどを乗り越えながらスピード
スケートを続けてきた経験などをお話しいたします。

SOAオープニングセレモニー

■お申し込み・お問い合わせ先／生涯学習課　Tel：０４７-３６５-３６０１

どこまでも挑戦
講師  岡崎 朋美 氏 （聖徳大学客員教授・長野オリンピック銅メダリスト）

■ 日時／ 令和3年₄月₁₇日（土）
 13：00～14：30終了予定（12：30開場）
■ 会場／ 聖徳大学川並香順記念講堂
 （またはZoomによるオンライン開催）
■ 参加費／ 無料
■ お申し込み方法／生涯学習課へお電話または窓口にて受付。
 （定員〈500名〉になり次第、 受付終了）

※オンライン開催の場合は、メールアドレスのご登録が必要になります。
　インターネットで受講できる方が対象です。

講演

聖徳大学児童学研究所主催
第15回子どもの発達シンポジウム

新型コロナウイルス感染症と
子どもの傷害予防
～とくに保育現場の安全・安心をどう保証するか～

定員 100名
（要事前申込）

参加費 無料

　新型コロナウイルス感染症（COVID-19）によるパンデミックは、世界の様相を一変させてしまい
ました。子どもたちを取り巻く環境においても、より安全・安心な環境が必要とされています。
　今回のシンポジウムでは、3名のパネリストにそれぞれの立場からお話しいただき、最後のパネル
ディスカッションにつなげていきます。

主催：聖徳大学児童学研究所 協力：聖徳大学大学院児童学研究科、 聖徳大学児童学部　
後援：松戸市、松戸市教育委員会

■お問い合わせ 聖徳大学児童学研究所（知財戦略課）

令和3年2月6日（土）
13：00～17：00

参加ご希望の方は、以下の申込フォームにアクセスの上、事前申込みをお願いします

申込フォーム
QRコード

お申込み後、ご登録いただいたメールアドレス宛にZoomの
URL等ご案内のメールをお送りします。また、以下のドメイン
からのメールを受信できるように設定をお願いします。

@wa.seitoku.ac.jp
受付完了メールが届かない場合は下記のお問い合わせ先までご連絡ください。

申 込 期 限： 令和３年２月4日（木）
申込フォーム： http://bit.ly/jidouken2020206

「Zoom」による
オンライン配信

▲
▲

講 演

パネルディスカッション

「子ども主体の保育と子どもの安全 ～日本と海外の安全の概念と子どもの権利から考える～」
ジャーナリスト、名寄市立大学特命教授、明福寺ルンビニー学園幼稚園・保育園副園長　猪熊 弘子

「あなたも子ども傷害予防のプロ『子ども安全管理士』になりませんか？」
出口小児科医院院長、慶應義塾大学解剖学教室講師（非常勤）、日本大学医学部小児科講師（非常勤）　出口 貴美子

「保育者・看護師の視点・実践から考える子どもの傷害予防」
聖徳大学児童学部児童学科教授　腰川 一恵

講演者3名と司会者とで、新型コロナウイルス感染症パンデミック状況下での子どもの傷害予防に
ついて議論を深めます。
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春学期生願書受付期間

▶大学・短大
～4月30日（金）【必着】

※書類選考のみ
▶大学院（博士前期課程）

B日程：2月8日（月）～2月17日（水）【必着】
※2月23日（火・祝）試験

聖徳大学・短期大学部で
取得可能な免許・資格

大学・短大卒業資格
幼稚園　小学校　中学校（英語・国語・社会）
高等学校（英語・国語・地歴・公民・書道・福祉）
養護教諭
保育士　社会福祉士（受験資格）
精神保健福祉士（受験資格）
公認心理師（大学）　認定心理士　
心理相談員（基礎資格）
児童福祉司※要実務1年　児童指導員
心理判定員・児童心理司　図書館司書
学芸員　社会福祉主事

教
員
免
許

資　

格

聖徳大学主催入学説明会


